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１．日常管理
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第11回 国道（国管理）の維持管理等に関する検討会（R8.3.23） 3



道路の維持管理

巡回 清掃（路面）

除草

剪定

清掃（排水施設）

除雪

維 持

橋梁点検 橋梁補修

耐震補強

舗装補修

法面・斜面の防災対策

トンネル補修

修 繕 等老朽化対策

防災・震災対策

○ 維 持 ： 道路の異常等を日常的に確認し、交通に支障を及ぼさないよう対応
○ 修繕等 ： 道路施設や構造物の健全性を確認し、機能を回復及び強化
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維持修繕費の割合は増加傾向

第11回 国道（国管理）の維持管理等に関する検討会（R8.3.23） 5



国道（国管理）の維持管理基準の変遷

第11回 国道（国管理）の維持管理等に関する検討会（R8.3.23） 6

交通量別に設定



維持管理基準（案）の改訂

第11回 国道（国管理）の維持管理等に関する検討会（R8.3.23） 7



第11回 国道（国管理）の維持管理等に関する検討会（R8.3.23） 8



第11回 国道（国管理）の維持管理等に関する検討会（R8.3.23） 9



路面下空洞調査の実施状況（2025年度・国土交通省）
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道路陥没の発生件数とその要因（全道路）
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道路陥没の発生件数とその要因（都市部）
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道路巡回（通常巡回）

○ 道路巡回により、落下物の回収、路面の異常、附属物の損傷を発見。
⇒ 通行の危険を未然に防止。

日々の道路巡回

路上落下物の回収

路面の異常を発見

道路付属物の損傷を発見
交通量に応じて

１日２回～３日に１回

日常パトロールでの対応状況

（直轄国道の実績）

落下物処理件数の内訳

※ 令和４年度の実績

ロードキル（動物死骸）の内訳
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第11回 国道（国管理）の維持管理等に関する検討会（R8.3.23） 14



道路異状の通報受付（LINEアプリの活用）

令和8年
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原形は「道路緊急ダイヤル」で、
2005年12月にスタート



道路異状の通報受付（LINEアプリの活用）

橋梁に関する場合は
②または④

通報種別
①路面の穴ぼこ・段差・路面標示
②落下物（落石などの自然物以外）
③動物の死骸
④ガードレール・標識等の損傷
⑤路面の汚れ
⑥落石・土砂流入等の災害
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道路異状の通報受付（LINEアプリの活用）
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２．老朽化対策
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高齢化が進む社会資本

出典：国土交通省ＨＰ インフラメンテナンス情報 社会資本の老朽化の現状と将来

○高度経済成長期以降に整備された道路橋、トンネル、河川、下水道、港湾等について、

今後20年で建設後50年以上経過する施設の割合が加速度的に高くなる。

注１）建設後５０年以上経過する施設の割合については建設年度不明の施設数を除いて算出
注２）国：堰、床固め、閘門、水門、揚水機場、排水機場、樋門・樋管、陸閘、管理橋、浄化施設、その他（立坑、遊水池）、ダム。

独立行政法人水資源機構法に規定する特定施設を含む。
都道府県・政令市：堰（ゲート有り）、閘門、水門、樋門・樋管、陸閘等ゲートを有する施設及び揚水機場、排水機場、ダム。

注３）一部事務組合、港務局を含む 19



橋梁の老朽化の現状（全国）

○ 全国には橋梁が約73万橋あり、このうち地方公共団体が管理する橋梁は約67万橋と、約9割
以上を占めている

（出典）道路メンテナンス年報 全国版（2025年8月)

■道路管理者別橋梁数 ■道路管理者別橋面積
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○ 北陸３県には橋梁が約4.6万橋あり、このうち地方公共団体が管理する橋梁は約4.1万橋と、
約9割を占めている

◯ 建設後50年を経過した橋梁の割合は、現在は約37%であるのに対し、10年後には約62％
建設後50年を経過し橋長15m未満の橋梁の割合は、10年後に約67％
橋長15m以上の橋梁の割合は、10年後に約53％

■建設年度別橋梁数

橋梁の老朽化の現状（北陸）

（出典）道路メンテナンス年報 北陸版（2025年3月)

管内の橋梁の損傷事例

塩害によるコンクリート桁のひび割れ 鋼桁の腐食

■建設後50年を経過した橋梁の割合

■道路管理者別橋梁数 地方公共
団体管理 50年以上
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○適時適切な補修・補強により、９５歳を超えても大きな損傷なく使用

萬代橋（国道7号新潟市）

1929（昭和4）年開通：（今年で97歳）

ばんだいばし

犀川大橋（国道157号金沢市）

1924（大正13）年開通：（今年で102歳）

さいがわおおはし

犀川大橋（国道157号金沢市）

橋梁の長寿命化の事例
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トンネルの老朽化の現状（全国）

○ 全国にはトンネルが約１２，０００箇所あり、このうち地方公共団体が管理するトンネル
は約８，０００箇所と、約７割を占めている

■道路管理者別トンネル数

（出典）道路メンテナンス年報 全国版（2025年8月) 23



○ 北陸３県にはトンネルが700箇所あり、このうち地方公共団体が管理するトンネルは約500
箇所と、約7割を占めている

◯ 建設後50年を経過したトンネルの割合は、現在は約26%であるのに対し、10年後には約49％
建設後50年を経過し延長100m未満のトンネルの割合は、10年後に約85％
延長100m以上のトンネルの割合は、10年後に約41％

トンネルの老朽化の現状（北陸）

（出典）道路メンテナンス年報 北陸版（2025年3月)

50年以上
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直轄診断・修繕代行事業

○ 地方公共団体への支援として、要請により緊急的な対応が必要かつ高度な技術力を要する
施設について、地方整備局、国土技術政策総合研究所、土木研究所の職員等で構成する

「道路メンテナンス技術集団」による「直轄診断」を実施
○ 診断の結果、診断内容や地域の実情等に応じ、修繕代行事業、道路メンテナンス補助事業

等を実施。
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◯ 北陸地方整備局初となる直轄診断・修繕代行事業を富山県黒部市の市道音沢１号線

「音沢橋」で実施

令和3年10月に修繕工事が完了し、黒部市に完了引き渡しを実施

◆事業区間：富山県黒部市字宇奈月町内山～音澤

◆延 長：１１０ｍ

◆完 成：昭和46年完成

◆構造形式：鋼ワーレントラス＋鋼合成桁橋

◆事業内容：① 根固めブロック設置

② 断面修復、ひび割れ補修

③ 塗装塗替 等

音沢橋
黒部川河口から
16ｋｍ

富山県

岐阜県

長
野
県

新潟県

石
川
県

位置図

③塗装塗替

①根固めブロック設置

〈 Ａ２橋台損傷状況 〉

〈 Ｐ１橋脚 洗掘状況 〉 〈 根固めブロック設置〉
〈ひび割れ補修〉

〈 トラス部 腐食状況 〉 〈 塗装塗替 〉

↑黒部川

修繕代行事業 完了引き渡し

富山河川国道事務所長から
黒部市長へ工事完成図書を手交
（令和3年10月4日）

②断面修復、ひび割れ補修

北陸地整管内での直轄診断・修繕代行事業
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地方自治体職員を対象とする研修の実施

27

○ 地方自治体の職員の技術力育成のため、橋梁、トンネル等の定期点検に必要な知識と
技能の習得を目的に全国の地方整備局等で研修を開催。

○ 平成２６年度から令和６年度までに約１０００の自治体を超え、約６,８００名が参加。

※2025年3月末時点

（出典）道路メンテナンス年報 全国版（2025年8月)



令和７年度 道路構造物管理実務者研修（北陸地方整備局）

①橋梁初級Ⅰ研修
＜目的＞

道路橋に関する基礎知識及び点検・診断に関する基礎知識の習得

＜教科目＞
道路構造物をめぐる今日的課題と今後の方針、点検に関する法令

及び技術基準の体系、橋の構造の基本、鋼部材の損傷と診断、コン
クリート部材の損傷と診断、定期点検の実施と記録、下部構造の損
傷と診断、支承・附属物等の損傷と診断、附属物の定期点検要領概
論、土工構造物の構造の基本、ジェッド・大型カルバート等の定期

点検要領概論、現地実習、達成度試験（学科、実技）
＜対象＞

道路構造物管理の実務担当者

＜実施時期＞
東部：7月1日(火)～7月4日(金) 4日間

西部：7月15日(火)～7月18日(金) 4日間

＜開催場所＞
東部：北陸地整 北陸技術事務所

西部：石川県 県央土木総合事務所

＜参加者＞
東部： 9名（地公体 3名）

西部：18名（地公体 17名）

③トンネル研修
＜目的＞

トンネルの点検に関する知識、補修・補強の基礎的知識の習得

＜教科目＞
トンネルの計画・設計、トンネルの施工、トンネル本体工の点検、

トンネルの補修・補強、トンネル点検現地実習、点検調書作成

＜対象＞ 道路構造物管理の実務担当者

＜実施時期＞
10月15日(火)～ 17日(木) 3日間

＜開催場所＞
北陸地整 北陸技術事務所

＜参加者＞
6名（地公体 2名）

②橋梁初級Ⅱ研修
＜目的＞

道路橋の点検・診断の知識及び補修・補強の工法選択の判断に必要
な知識の習得

＜教科目＞
道路橋をめぐる今日的課題と今後の方針、性能の設定と方法の選定

における原則、部材の強度の回復・向上のための代表工種に見る補修
補強の力学原理、補修補強設計のための調査と構造解析、腐食要因の
除去と腐食対策、コンクリート部材の補修補強にあたっての事前・事
後処理、補修補強実施ためのマネジメント、経過観察及びモニタリン
グ計画

＜対象＞ 道路構造物管理の実務担当者
＜実施時期＞

11月18日(火)～20日(木) 3日間

＜開催場所＞ Ｗｅｂ開催
＜参加者＞

10名（地公体 5名）

○ 北陸地整においても道路橋およびトンネルの点検・補修に関する研修を実施しています
○ 地方公共団体の職員も、研修の受講が可能です（令和８年度から事務系職員の受講も可）

講義(R3.11.10)

現地実習(R7.10.17)
現地実習（R7年度：東部） 講義（R7年度：西部）
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地方公共団体における集約・撤去・機能縮小等の取組
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近年の橋梁撤去工事（北陸地方整備局）

事務所名 発注年度 工事名

高田河川国道事務所 Ｒ４ 妙高大橋上部撤去工事

金沢河川国道事務所 Ｒ５ Ｒ５梯川能美大橋旧橋撤去他工事

高田河川国道事務所 Ｒ６ 境橋旧橋撤去その他工事

湯沢砂防事務所 Ｒ７ 浅貝川渓流保全工向山橋撤去外工事

高田河川国道事務所 Ｒ７ Ｒ７・８境橋下部工撤去その他工事
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定期点検における新技術の活用状況（橋梁）

○ 2024年度の橋梁点検において、新技術の活用を検討した地方公共団体数は86％、
そのうち活用した団体は41％

○ 2024年度の橋梁修繕において、新技術の活用を検討した地方公共団体数は85％、
そのうち活用した団体は70％

（出典）道路メンテナンス年報 全国版（2025年8月) 31



定期点検における新技術の活用状況（トンネル）

（出典）道路メンテナンス年報 全国版（2025年8月)

○ 2024年度のトンネル点検において、新技術を活用を検討した地方公共団体数は78％、
そのうち活用した団体は35％

○ 2024年度のトンネル修繕において、新技術を活用を検討した地方公共団体数は82％、
そのうち活用した団体は66％
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点検支援技術性能カタログの概要
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令和８年度 新規掲載技術の例＜橋梁＞
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令和８年度 新規掲載技術の例＜トンネル＞
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点検支援技術の募集 ＜橋梁＞＜トンネル＞
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点検支援技術の活用・情報発信（北陸技術事務所）

点検支援技術の概要をYouTube動画で公開し、現場での活用を支援

懸垂型 橋梁点検支援ロボット
・歩道から伸ばしたアーム先端の赤外線

カメラやクラックゲージから損傷判断。
・労働災害の軽減、点検レベルの平準化

を図る。

北陸技術事務所YouTubeトップ画面

コンクリート構造物変形部探知システム
・ポール先端の装置（ハンマー内臓）に

よる打撃時の反射波から損傷判断。
・労働災害の軽減、点検レベルの平準化

を図る。

ポール打検機
・ポール先端の打検機による打音から

判断
・労働災害の軽減、点検レベルの平準

化を図る。
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インフラメンテナンス国民会議

支援（国土交通省・関係省庁）

企画等

企画部会

■会⻑

広報部会

地⽅公共団体の課題解決、
地⽅公共団体のニーズ・
⺠間企業等のノウハウの
情報交換

オープンイノベーション
による異業種の連携や技
術の融合、マッチング

地域における技術者
育成の活動を⽀援

インフラやメンテナン
スへの関わりを深める
ための実践活動を展開

地方における
オープンイノベーション推進等

（全国10ブロック）

海外への情報発信や
海外展開案件形成

冨⼭ 和彦
株式会社経営共創基盤IGPIグループ会⻑
株式会社⽇本共創プラットフォーム（JPiX）代表取締役社⻑

家⽥ 仁
政策研究⼤学院⼤学 特別教授

■副会⻑

⾰新的技術 ⾃治体⽀援 海外市場展開技術者育成 市⺠参画

公認フォーラム

実⾏委員会
国⺠会議全体の運営

インフラメンテナンス市区町村長会議

総 会 北陸ブロック
インフラメンテナンス

市区町村長会議

R8・9ブロック幹事（石川県）

かほく市長

企画委員(新潟県)

新潟市長

企画委員(富山県)

氷見市長

構成員（参画）
新潟県内の市町村⻑
富⼭県内の市町村⻑
⽯川県内の市町⻑

北陸
インフラメンテナンスフォーラム

フォーラムリーダー

長岡技術科学大学 丸山名誉教授

新潟ブロック
ブロックリーダー

新潟大学 佐伯教授

富山・石川ブロック
ブロックリーダー

金沢工業大学 宮里教授

（構成員）企業・⾏政等
1)区部長同士の意見交換による知見や意識の向上

2)トップダウンによるインフラメンテナンスの強力な推進

3)社会に対するインフラメンテナンスの必要性の啓発

令和4年度：R4.8.9新潟県民会館にて市区町村長会議（設立イベント）とフォーラムを同日開催。

令和5年度：R6.1.28同日開催を予定していたが、能登半島地震により開催中止。

令和6年度：R6.11.19富山県防災危機管理センターにて、ミニフォーラムを開催、R7. 1.28上越市文化会館にて市区町村長会議を開催

令和７年度：R7.6.30(月)氷見市役所にて市区町村長会議を開催、R７．７．３（木）富山県防災危機管理センターにてフォーラムを開催

令和８年度：R8.7.28(火)かほく市役所にて市区町村長会議を開催予定（開催通知3.11発出）、R8.11月フォーラム開催で調整中。

北陸ブロック

地⽅フォーラム

インフラメンテナンス
理念普及・国⺠会議の広報

● 「インフラメンテナンス国民会議」は、インフラを良好な状態で持続的に活用するため、産学官民が一丸となってメンテナンスに取り組む社会の実現に
向けて、様々な主体が参画し技術や知恵を総動員するプラットフォームとして平成28年11月に設立した全国組織です。

● 「北陸インフラメンテナンスフォーラム」は地方フォーラムのひとつとして平成30年3月に設立。

●全国「インフラメンテナンス市区町村長会議」が令和4年4月28日の設立式典をもって発足。（北陸ブロックも同日発足）

→R８年度の全国インフラメンテナンス市区町村長会議は、5月14日（木）に「イイノホール」にて開催。
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第５回 北陸ブロック インフラメンテナンス市区町村長会議（令和８年７月２８日）
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【令和6～７年度活動状況】 北陸インフラメンテナンスフォーラム

ニーズを抽出
４．自治体の課題ニーズ紹介

宝達志水町 （技術系職員： 3名）

富山市 （技術系職員：１５名）

１４社より
“２２技術”

提案あり！

シーズ
募集

会場：約50名、WEB：約150名が参加

＜ミニフォーラム：ニーズ抽出イベント＞ ＜フォーラム：ニーズへのシーズ提案イベント
＞聞いていた

技術者、有識者、同じ悩みを持った仲間が悩みや困りごとを話し、聞いてもらう アイディアや技術を持ち寄る

40



「群マネの手引きVer.1（群マネ入門超百科）」 ※R7.10.14公表

⽬ 次
インフラメンテナンスの｢⾒える化｣
 全国の｢⾒える化｣
 ⾃治体毎の｢⾒える化｣

群マネのコンセプト
 インフラメンテナンスの現場の苦悩
 群マネの概念と⽬指す姿
 先⾏事例における効果の声
 ｢群マネ｣と｢束｣

群マネのメニュー
 群マネの類型
 先⾏事例（広域連携､多分野連携､プロセスの束）
 キーワード解説

群マネの実施プロセス
 標準的なステップ
 各ステップのＱ＆Ａ
 群マネを進める上での⼼得
 先⾏事例におけるエピソード（苦労話など）

群マネの計画策定
 群マネの計画策定で検討すべき項⽬
 ⾃治体計画への位置づけ⽅法

⼈の群マネ（技術者の束）
 ｢⼈の群マネ｣について
 全国や各地域の取組例

１

２

３

４

５

６

全国や自分のまちは
どういう状態？

「群マネ」って
なに？

「群マネ」の
具体例はある？

具体の一歩を
どう踏み出せばよい？

「群マネ」を進めるため
に何を決める？

「群マネ」の素地は
どのように作る？
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○ 技術系職員が限られる中でも、的確なインフラメンテナンスを確保するため、複数自治体のインフラや
複数分野のインフラを「群」として捉え、効率的・効果的にマネジメントしていく「地域インフラ群再生戦略
マネジメント（群マネ）」を推進。


